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雄ずい群の長さ（m、）
富山県東部地域のユキバタツバキにおける
雄ずいの形態変異と標高の関係
□：ヤブツバキ，◆▲：ユキバタツバキ，
○：ユキツバキ
雄ずい群の長さ（m、）
新潟県西部地域のユキバタツバキにおける
雄ずいの形態変異と標高の関係
□：ヤブツバキ，◆▲：ユキバタツバキ，
○：ユキツバキ
図？ 図8
ついて，低標高から高標高の地点にかけてヤブツバキ
に類似したものから，ユキツバキに類似したものへと
標高に対応した変異があることを報告している｡また‘
藤巻（1984）は新潟県上越地方のユキバタツバキにつ
いて，海岸に近い低標高の集団はヤブツバキに近い形
態を，高標高の集団はユキツバキに近い形態を示すこ
とを明らかにし，ヤブツバキ型からユキツバキ型への
変異の傾斜がみられると報告している。今回富山県
西部，富山県東部,新潟県西部の3つの地域において，
雄ずいの形態の変異と標高との関係をユキバタツバキ
について調べたところ，標高の低い地点では，ヤブツ
バキとユキツバキの中間的な形態をもつ株からヤブツ
バキあるいはユキツバキに近い株まで，様々なものが
存在した。標高の高い地点では，ユキツバキに近い集
団と，ヤブツバキに類似した株とユキツバキに類似し
た株を含む幅広い変異を示す集団とがみられた。ユキ
バタツバキがこのような変異を示す原因として，開花
時期と地形の影響か考えられる。ユキツバキの開花時
期は，冬期に大量の積雪があることで，ヤブツバキよ
り大幅に遅れ，両者の開花時期には絶対的な差が生じ
ている。しかし，低標高地においては，雪解けが早い
ため，ユキバタツバキの開花時期は，ヤブツバキの開
花期と重なりやすく，浸透性交雑が進行しやすい。ま
た，低標高地では斜面上部あるいは谷上流部からの種
子導入も容易におこなわれるために，集団の変異が大
きくなるものと推測される。今回は，標高の違う集団
を比較したが，同標高地域でも斜面と尾根などの地形
の違いによって雪解け時期に差があることから，標高
の高い地点でも，ユキツバキに近い集団や幅広い変異
を示す集団が形成されたものと考えられる。
富山県内ではユキツバキとユキバタツバキにおいて
3倍体の存在が確認されている。野生ツバキの倍数体
の形態学的研究はほとんどおこなわれておらず，これ
らのツバキにおいて倍数化が花形，葉形，樹形などに
どのような影響を与えているのか，さらに研究を進め
ていきたい。
折川武司・岩坪美兼・太田道人
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